
☆祝☆パーム油発電所、福知山で廃止へ！ 
長らく騒音と悪臭に苦しんでこられた地域住民のみなさまの努力が報われ、 

安心して年越しが迎えられたことを歓迎します。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・【ウータン活動記録】・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
10/13, 11/3, 25,  12/8, 22 ウータン自主学習会「パーム油白書2019」（はっしー） 、「FSC認証の問題点」　
（神前）、「再生可能エネルギーの木質バイオマス燃料調達」（はっしー）、「インドネシアの森林制度と政策」
（神前） 、「鉱山資源にどれだけ頼った生活をしているのか」（はっしー） 
10/18 新婦人の会 福知山支部でパーム油発電の講演会（いっしー、大地くん） 
10/21 龍谷大学 国際NGO論 ゲストスピーカー（いっしー） 
10/24 ワークショップ「ポテトチップスとオランウータンの森」@豊中市立環境交流センター（いっしー、みっしー） 
10/27,11/10,11/24 消費から持続可能な社会をつくる市民ネットワーク会議参加（いっしー、Yucco） 
10/28 大阪産業大学／近藤大介先生「ボランティアマネジメント論」「市民と環境ガバナンス」ゲストスピーカー
（いっしー） 
10/28 ドキュメンタリー映画「森の守り人～イサムの場合」上映会＆楓ちゃんトーク (いっしー) 
11/1 古民家でヴィーガン料理を食べて、遊んで、熱帯林問題を考えよう! with 3RキッチンVegan（いっしー、みっしー） 
11/6, 13 関西学院大学商学部 教養基礎G(環境) ／ Gyro先生 ゲスト講師 (いっしー、missy)  
11/15 「イッシー先生の熱帯雨林探検隊」＠ヴィーガン学園”際”（いっしー） 
11/19 自主学習会 ゲスト広若剛さんのお話し「”Tengkawang”でボルネオの熱帯雨林を守る！」 
11/21 「オンラインセミナー☆いい発電？わるい発電！？ 持続可能な再エネの選び方を考える」共催 
11/23 西原智昭さん講演会「アフリカ熱帯林～SDGs推進の先進国が主導する資源開発によって加速化される　
森林消失と先住民族迫害」 
11/26 「サステナブルな生活フォーラムKYOTO」ゲストスピーカー（いっしー） 
11/27,29 「とよなか市民環境展2020」出展（いっしー、みっしー、なおみん、早山さん、大地くん、楓ちゃん） 
12/15 阪南大学／下司先生「まちづくり特別講座１」ゲストスピーカー（いっしー） 
12/20 ワン・ワールド・フェスティバル for Youth 2020 ポスターセッション審査（いっしー） 
12/20 まること発酵フェス ゲスト講演（いっしー） 
12/22 （株）エイチ・アイ・エス大阪の支店前でパーム油発電反対アピール（西岡、春日、いっしー、みっしー） 
12/26 開発圧力下の地域住民を支援するためのワークショップ／荒川共生さん、勝山雄喜さん講師（西岡、　
神前、Gyro、いっしー、みっしー、上林さん、松井さん、北村くん） 
1/14 アースデイ東京「生物多様性の今と地球のミライ」登壇（いっしー） 
1/17 ウータン報告会＆交流会「村人主体“オランウータンの棲める”在来種の森づくり」（いっしー） 
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1989年6月から8月の約3カ月。その初訪問で私はサラワクにはまった。
　過剰伐採がもたらす被害、それに毅然と闘う先住民族の姿、そして闘いながらも先住民
族の毎日は充足感に溢れていた。
誰かが猪を捕ってくる。村人総出で解体し均等に分配する。夜になると、たった1本の
ローソクの灯りの中、誰かがサペ（民族ギター）を奏でると誰かがヒョ～と踊り出す。　
皆が笑っている。なんという清潔な時間なのか。私はじき準村民のように扱われ、洗濯物
の取り込みも魚捕りも開墾作業も手伝うのだが、その「平凡な毎日」は「オレ、もう今日
死んでもいいや」と思わせるほどの幸福感を与えてくれた。初老の男性は私を「息子にす
る」と宣言し、あるおばさんは帰国する私に「帰るな！」と必死に懇願した。以来、この
地には約30回通った。
もちろん、この32年間、伐採やプランテーション開発に抗議しての逮捕や土地収奪と　
直面する住民とも無数に会ってきた。うっそうとしていた中下流域のジャングルは軒並み
プランテーション化されてしまい、ダムで沈む村もある。32年前の光景はもはや遠い昔だ。
でも先住民族は諦めない。今も裁判闘争、バリケード闘争、大集会、植林活動に努め、

SNSでは「あの村では…」との近況を私に寄せる。そして「サラワクに戻ってこい」と
ハッパをかけてくれる。
人生に大切なすべてを教えてくれた土地。その恩に応えるためにも、一生をかけてサラ
ワクを伝えたいと思う。

　　(文責・ 樫田秀樹さん)

樫田秀樹さん  
……………………………………………… 
サラワク先住民の暮らしと熱帯林保全が一体で　
あることを伝える



地球上には、東南アジア、南米のアマゾン、アフ
リカのコンゴ盆地の三大熱帯林があり、それぞれ
違う特徴はあるものの、赤道直下の森林地帯で　
消失スピードが速いことは共通している。比較的
森林が残っているコンゴ盆地でも、ここ20年くら
いで加速度的に森林喪失が進んでいる。
先住民族は、国家や経済の枠組みができる以前
から自然界の中で生活し、その環境に強く依存し
てきた人々である。先住民族の多くは狩猟採集民
族であるが、1万年くらい前までの人類はすべて　
狩猟採集民族であった。つまり、現代に生きる　
先住民族は人類文化の根幹を形成してきた“ヒトの
原点の生き証人”だと言える。
先住民族には、非衛生的で野蛮、物資や科学　
技術に遅れている、経済的に恵まれていない貧乏
な人たちというイメージを持つ人が多いかもしれ
ない。文明の落ちこぼれで絶滅する地球上の最後
の弱者だという声まである。しかし、それは本当
なのか？
研究地のコンゴ共和国で接してきた狩猟採集民
族ピグミー（蔑称であるとされるがここでは民族
の総称として便宜上そう呼ぶ）は、長年受け継が
れてきた“伝統知”により、森の中の素材のみを　
利用して住居を作り、昆虫・果実・葉・キノコ・

ハチミツなどを採集し、安全に迷わず歩いて動物
を正確に追跡して狩猟を行う。
狩猟採集民族には土地や食物の所有の観念がな
く、協同利用が当たり前である。個人の能力差は
当然だという前提で、それぞれの役割をお互いが
尊重し合い、格差のない対等主義の社会が作られ
ている。正確な自然の知識と畏敬の念により、　
自然界で永続的な利用を行なっている。森の中で
獲（採）れる300種類ほどの動植物は、私たちが
スーパーで選べる素材よりもずっと多い。先住民
族の社会には、戦争、殺人、自殺の要因となる　
格差や差別がなく、日本で日常的に起こっている
自殺や親殺し、子殺しは彼らの社会ではいまだ　
見られていない。
しかしながら、ピグミーの社会も、森林消失に
よる狩猟採集生活への影響、国家による定住化　
政策、貨幣経済の浸透などの外圧によって変わり
つつある。画一化された近代的な先進国型教育に
より、若い世代が独自の言語を失い、森の伝統知
を学ぶ機会が失われてしまっている。いま壮年期
のピグミーがいなくなれば、森の中のことや植物
や動物のことを知る自然環境保全の担い手がいな
くなり、ガイドも、野生動物研究のアシスタント
も、密猟者を追跡できるものもいなくなってしま
うかもしれない。
伝統知を保持するものがいなくなれば、どうやって
生物多様性保全やSDGsを達成するのであろうか。
「ヒトの原点の生き証人」「野生生物を熟知する熟
練家」「自然環境保全の先駆的担い手」である狩猟
採集民族は、文明の落ちこぼれではなく、われわれ
が今こそ参考にすべき人々ではないのだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

4

第３回熱帯林学習会報告 

アフリカ熱帯林～SDGs推進の先進国が主導する資源開発に
よって加速化される森林消失と先住民族迫害 

西原智昭氏
星槎大学共生科学部・特任教授 
WCS（Wildlife Conservation Society）自然環境保全研究員

日時：2020年11月23日（月・祝）
場所：ルマ・ボルネオ＆オンライン（zoom）
参加者：103名（会場15名、オンライン78名）

【学習会概要】



森林消失の理由の一つは、熱帯材を目的とした
多国籍企業による森林伐採である。それらは日本
の商社も輸入している。原生林だった森を植林に
よって回復すれば良いという声もあるが、複雑な
生態系を元に戻すことはできない。
道ができたことで熱帯材を運び出すことが容易
になると同時に、密猟者が森の奥まで行くように
なり、野生動物の狩猟が増大した。街からやって
きた密猟者によるブッシュミートビジネスが加速
したことには、外国の多国籍企業による影響が　
大きい。
パーム油のビジネスはコンゴ盆地にも進出してお
り、マレーシアのアブラヤシ企業によって二つの
国立公園の間に広がっていた天然林が消失してし
まった場所もある。そのケースでは、2010年代　
半ばに、森林を皆伐した挙句、降水量など条件が
東南アジアと違ったために苗が育たなかったこと
が理由で企業が撤退し荒れ地だけが残った。
お隣のコンゴ民主共和国では、鉱物の地下資源
を掘るための森林開発が行われている。80%が　
アフリカにあるコルタンは、スマートフォンなど
の電子機器に使われる希少金属で、内戦や少年
兵、児童労働、野生動物の絶滅などの問題を招い
ている。環境省の資料によると、リチウム電池に
必須であるニッケル、コバルトなど熱帯地域にあ
る多くの鉱物資源はあと最大50年ほどで枯渇する
ことが報告されている。

生物多様性とはなにか？遺伝子、種、生態系の
多様性があるが、生物多様性保全においては、1種
類の生き物を保護するだけではなく、生態系全体
を保全しなければならない。先住民族が
食する野生の動植物が無くなれば、先住
民族も生きることができなくなる。
象牙目的のマルミミゾウの密猟が増加し
ている。マルミミゾウは、森林の果実を
食べ、種子を糞として散布し、植物が　
発芽する。マルミミゾウが絶滅すると　
森林の再生がなされないために生物多様
性保全の鍵を握っている。だが、象牙を
欲しがっている国のうち、中国が国際条
約に則って需要を抑えている一方、対策

が不十分な日本は再び象牙利用国として注視され
ている。
気候変動で必ず取り上げられるのは再生可能エ
ネルギーである。しかし、電気自動車等に使われ
る蓄電池に必須のリチウム、コバルト、ニッケル
の多くはコンゴ民主共和国やフィリピンなど熱帯
の森林を破壊して採られている。たとえ日本で　
温室効果ガス排出がゼロになったとしても、代わ
りに熱帯地域での排出が増加することをどう考え
るのか。

SDGsは17項目全てを同時に実施しなければ意味
がない。また、「誰一人取り残されない」とある
が、先住民族は取り残されている。国連のSDGsを
決める会合に多くの先住民族が呼ばれていないと
聞く。ピグミーはその単語すら知らない。しか
し、彼らこそ持続可能な生活をずっと昔から行っ
ており、SDGsの目標を太古の昔から達成している
生き証人なのであるにも関わらず、先進国などに
よる資源開発によりこれまで、そして今も迫害を
受けている。

（文責・石崎雄一郎）
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当日の資料や動画はこちらからご覧
いただけます（期間限定で配信中） 
▶︎ https://hutangroup.org/workshop 

動画は2時間半弱にわたる、聞き応えの　
ある貴重な講演の記録です。見逃した方、
振り返りたい方、ぜひご視聴ください。

▼ 学習会の様子（会場にて）

https://hutangroup.org/workshop


【活動の背景】
豊かな熱帯林を残すために必要な若手人材

インドネシア中央カリマンタン州のウータン活動地
域に位置するタンジュン・プティン国立公園は、　
オランウータンやテナガザル、テングザルといった
固有種をはじめとする貴重な生物が棲む豊かな熱帯
林が残されており、ユネスコの世界自然遺産にも　
指定されています。ところが、1980年代より始まっ
た違法伐採や違法金採掘による原生林等在来の森林
が劣化し、度重なる森林火災に見舞われてきまし
た。2000年頃には政府による取締まり強化や国際情
勢の変化により違法伐採・金採掘は激減し、同時に
地元NGOの植林活動等により森林保護・再生が始ま
りました。しかし、41万ヘクタール（大阪府の2倍以
上）の広大な面積を持つ同公園における保全活動の
担い手は、まだまだ不足しています。
今では国立公園の周りは広大なアブラヤシ農園
（※パーム油の原料となるのがアブラヤシ）で囲ま
れており、そこで働く村人もいます。しかし、国立
公園に隣接するタンジュン・ハラパン村の青年の　
多くは、農園での労働が福祉的ではないことや農園
から排出される農薬・化学肥料が村の水源に影響を
与えていることを知り、農園での労働を辞めて、
「自然と共に生きる持続可能な村づくり」を目的と
したグループを結成。ウータンとも在来種の苗づく
りや植林、エコツアーで協働してきました。

【活動のねらい】
元来の森を守り回復するための次世代育成

10年以上この地で地元NGOと植林やキャンペーン、
エコツアー等の保全活動を行ってきた私たちは、　
この地域の村人たちの中で森についての知識や　　
経験、愛着が世代を経るごとに薄れていくことに　
危機感を抱いていました。
そこで、「森づくりは人づくり」をコンセプトに
地元の若者達の育成を後押しするようなかたちで　
活動を進めてきました。私たちの活動は、森を守る
主人公である地元の村の人たちが在来種（※）の　

苗づくりや植林、エコツーリズムに従事することで
収入を得ることを柱としていますが、上記の青年グ
ループとの協働により、20代前後の若い層が実地で
森づくりに必要な経験を積むことができるかたちで
事業を運営しています。（※成長の速さや商業的価
値に重きをおいた特定の早生樹や外来種ではなく、
その地域に自生する多様な在来種を植えることで、
生態系の回復・向上を図ろうとしています。）

【コロナ渦での新しい取り組み】
ボルネオに行けなくてもつながれる方法

前述の通り、ウータンでは活動の一環として日本か
らボルネオ島の活動地を訪れるエコツアーを毎年　
開催してきました。これは村の人たちが自然と文化
を生かしながら収入を得ることに加えて、日本から
の参加者にとっても現地で熱帯林の豊かさとその　
破壊、保全の取り組みを直接実感できる貴重な機会
となっています。今年度はコロナ渦で開催が叶わな
かったため、現地に行けなくても双方にとって刺激
となる繋がり方はないかと模索した結果、①オンラ
イン報告会で日本とボルネオ島をつないで交流す
る、②ボルネオ島に自分の木を植える活動に参加す
ることでつながりを感じてもらう、という新しい　
取り組みを始めつつあります。
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ボルネオ島の村人主体！ 
在来種による熱帯林再生と収入創出 

by missy

① インドネシア・ボルネオ島における「開発」
圧力に抗する地域住民主体の伝統知に基づく
収入創出と環境教育を通した熱帯林保全　
（地球環境基金による助成）

② インドネシアの村人主体の「オランウータン
の棲める」在来種の森づくり（積水ハウス
マッチングプログラムによる助成） 

③ 在来種の苗づくりと植林による熱帯林生態系
回復（イオン環境財団による助成）

PROJECT DATA
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● 森づくりに参加しよう ● 

「ボルネオ島に木を植えよう」企画で
は、日本にいながらボルネオ島に自分の
木を植えることができます。 
参加費はタンジュン・ハラパン村の協力
村人たちの収入になり、森林保全による
村おこしを応援することになります。 

▶︎ 詳細は同封のチラシをご覧ください

コロナ渦で渡航できなくても
日本とボルネオをつなげたい！

活動地（ハラパン村）地図

火災で劣化した森林地域における
在来種の植林による生態系回復

2020年度の活動一覧（2021年1月現在）
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【2020年の活動成果と今後】

CANの2020年の回復プラン
①10万本の植林
②50haの劣化荒廃した森林と土
地の回復
③50世帯の村人と集落の周りやクライ川沿いの
森林周辺に暮らす50世帯の村人を巻き込む
④回復活動の拠点となるベースキャンプの建設
⑤苗床の設置
⇒目標の達成率は80％

ウータンからの支援は，上記のうち苗床の　　
建設，7000本以上の在来果樹の苗木の購入・　
輸送やその育成，またそれらを15ha（6世帯の　
地元農家の所有地）に植えるための人件費等費用を賄うため
に使われた。今年は野生生物レスキューセンターの建設に　
加え，中カリマンタン州のタンジュン・プティンを訪問し　
植林やエコツーリズムについて学ぶ相互交流も計画中だ。

ウータンが2 0 1 9年の発足時以来支援している
CANBorneo（Conservation Action Network Borneo：
ボルネオ保全行動ネットワーク）は東カリマンタン
州ブラウ県で活動する草の根組織で，日本で講演し
たパウリヌス（元オランウータン保護団体COP     
勤務）がパートナーの出身地ムラサ村で立ち上げ
た。ムラサ村は　先住民ダヤクのクニャー人の伝統
文化が色濃く残る1200人ほどの村で，アブラヤシ 

農園や露天掘り炭鉱の開発が迫っている。CANは
森の分断化や劣化が進むクライ川沿いの3つの村
で，自然保護とコミュニティの経済的活性化の両立
を目指して住民と協働して活動している。以下で
は，2020年11月のパウリヌスによるウェブプレゼン
テーションと届いたばかりの年次報告書をもとに　
彼らの活動状況を紹介したい。

ベースキャンプ▶
植林用の苗は自分たち
が食べる果実の種から
育てたものも使う▼

東カリマンタンでのCANBorneoの活動紹介　 
～地域住民主体の伝統知に基づく収入創出と環境教育を通した熱帯林保全～ 

神前進一

村の若者たちも巻込
んで植林をすること
で、次世代の育成に
も力を入れている▼



 村人と協働した
アグロフォレストリーによる森林回復

自然保護活動は自然に対する良い影響だけでな
く，地域社会（村）に直接の経済的恩恵をもたらす
ことが重要で，これを実現するのがアグロフォレス
トリーによる森林回復である。住民は日々の生活を
支える野菜や陸稲の栽培に加え，長期的な経済価値
を生む果樹や樹木の植林を行うことで劣化した森林
や土地の回復と持続的な経済価値創出の両立が可能
になる。オランウータンなど野生生物70％以上は　
保護区域や保安林の外で暮らしているので，分断化
された森を繋ぐ保全地域を作ることで，村人と動物
が共生できる。クライ川沿いはバッファーゾーンと
して機能する森林が残っており，オランウータン，　
マレーグマ，ウンピョウなど固有種の生息地となっ
ており，川に濁流が流入するのを濾すカルスト地形
やダヤクの古代埋葬地や洞窟もある。　　　　　

CANは3つの村と協働し，2020年にウータンとの  
協働により，荒廃農地と新しい二次林にランブータ
ンやドリアンなど6種の在来果樹の苗木を7千本以上　
植えた。村人に勧める土地利用は，6割の土地を3ヶ
月で収穫できる陸稲や野菜類の畑，2割を1年で収穫
できるバナナ，パイナップル，パパイヤなどの栽培
地，2割を7年後に収穫が始まる果樹と有用樹のアグ
ロフォレストリーの森の3ゾーンに分ける方法である。
例えば，1000世帯が参加したとしたらで2000haの森
が回復して分断された野生生物回廊を繋ぐ役割を   
果たし，野生生物が人間と共生しつつ移動できると
いう構想だ。

３つの村での自然保護の村づくり
CANは地元コミュニティの生計を支え，自然と    
人間のバランスを作りだす自然保護を目指してい
る。このため村のリーダーや村人たちと密接に連携
して伝統知に基づいた自然保護の村づくりをしてい
る。ムラサ村では住民と協働してアグロフォレスト
リーによる森林回復を行っている。また水源として
重要な上流部の森林とカルスト地の保護活動と，   
ダヤクの古代埋葬地のある石灰岩洞窟など文化資源
を活用して住民に追加的収入をもたらすエコツーリ
ズムを始めた。ルサン・ダヤク村では, 数多くの野生
生物の宝庫で大きな炭素貯留源でもあるルサン保安
林に隣接していることから，オランウータン生息地
の保護を根気強く行っている。ルサン川沿いには60

頭以上のオランウータンが生息し，違法な狩猟や   

伐採を防止するためレンジャーと共同で定期的パト
ロールをしている。ロング・ブリウ村では村人によ
る農地回復プログラムを果樹などの苗床建設で支援
した。アグロフォレストリーの考え方に基づき住民
に配布された苗の80％は果樹である。

森林火災を防止する消防団結成
カリマンタンでは毎年森林火災が発生し，住民の　
生計の源になっている森林や農地を破壊してきた。
CANと村人たちは，毎年の乾季に森林と農地を火災
から守るための消防団の結成を決めた。消防団は　
ボランティアの交代制で乾季の間は毎日パトロール
を行う。消防団はブラウ県の防災局と連係して活動
し，村に近い火災ホットスポット森林火災の出火地
点の発見に努めている。

　野生生物レスキューセンターの設立
カリマンタンには7か所のオランウータンのリハビ
リテーションセンターがあるが，それ以外の救出さ
れたテナガザルやマレーグマなどを収容する施設は
存在しない。救出された動物にセカンドチャンスを
与える野生生物レスキューセンターは，東カリマンタ
ンには存在しない。県内の25万haの保安林はリハビ
リテーション後の野生生物のリリース地として最適
で，天然資源保全庁を支援しつつ，今年1月から建設
に着手し2022年からの運用開始を目指している。

　ボランティアと協働した環境教育と意識啓発
CANは小学校，中学校，高校，大学を訪問して    
プレゼンテーションを行うほか，多くのボランティ
アを募集して子どもたちに森や野生生物について   
実地に教える「ムラサの学校」という特別プログラ
ムを実施している。ボランティアは村やベースキャ
ンプに最低3ヵ月滞在することで，子どもたちに適切
に教えられるようになる。

蜂蜜や薬草を利用した製品づくりの支援
CANはコミュニティによる非木材林産物を使った   
製品づくりを支援し，その一つが森の天然蜂蜜であ
る。この活動の目的は，毎年蜂蜜を売って経済的利益が
得られることで森を守り続けたいとコミュニティが   

考えることにある。CANは住民が伝統的に利用してき
た森の薬草を包装や販売の方法を指導することで販売
収入の得られる製品に加工することも支援している。
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●夢に見たロングハウスへ●………………………………
1981年の国際障害者年記念音楽祭に来日したサラ
ワクの福祉団体との出会いで、サラワクの熱帯林を
初めて訪れました。
マルディからバラム川を快速ボートで遡ること１日
半。ボートには鶏（闘鶏）もちゃっかり乗船。イン
ドネシアとの国境近くのジャングルのど真ん中で　
下船。最初に目に飛び込んできたのが大きなロング
ハウスと、意外にもコンクリートの広場。先住民は
日本の木造校舎のようなロングハウスで共同生活。
住人が1,000名を超えるケースもあるようです。広場
では若者たちがセパタクローに興じていました。
ロングハウスの生活については、「森の通信」や　
拙著『熱帯林ってなんだ－開発・環境と人々のくら
し』で詳しく報告されています。

●ジャングルに生き続ける「戦争」●…………………………………………
もっとも衝撃的だったのはジャングルに生き続ける
戦争の記憶です。ロングハウスの古参の案内で焼き
畑や珍しい動植物の生態を見て歩きました。突然、
彼が「ジョウトウナイ」ってどういう意味かと聞い
てきたのです。日本軍の通訳養成所に送り込まれ、
日本語を覚えたそうです。その彼の口からはメ、　
ハナ、クチ、ミミ、テ、アシ・・・芋づる式に日本
語が次々と飛び出してきます。
「ジョウトウナイ？」。戦局が不利になると彼の
ロングハウスにも多くの日本兵が逃げてきたそうで
す。その際にこの言葉が使われたのです。普通に　

考えると「上等兵」「上等でない」かな・・・
ロングハウスの人びとは夕食をすませると廊下に
三々五々集まってきます。手には自家製のタバコと
酒。村での最近の出来事、都会に出稼ぎに行ってい
る子どもの近況と話題はつきません。そして村に   
伝わる伝統的な踊りを次々と披露します。
すると、年配の男性が大事そうに紙包みを持ち出し
てきました。なかには、しわひとつない紙幣―　
「軍票」です。戦時中、日本軍が外地で使用し、   

この村でも「バナナマネー」と呼ばれ、日本兵が   
食料調達に使っていたそうです。
ボルネオのジャングル奥深くに残る「戦争の爪痕」。
当の日本人が曖昧にしてきた日本の過去の清算と償い
が済んでいないことを思い知らされました。

●「スウェーデン病？」にかかる●………………………………………
「熱しにくく冷めにくい」わたしが「熱帯林」、
「NGO」同様に取りつかれたのが「スウェーデン
病」です。いまでもスウェーデンや北欧と聞くと    

一瞬立ち止まります。最近では10代の環境活動家、
グレタ・トゥンベリさんが国連で永年、気候変動の
危機を唱えつつ一向に本気でアクションを起こそう
としない大人社会を一喝。自らは長距離移動に温室
効果ガスを排出する飛行機ではなくヨットで有言実
行し、日本の若者にも感動を呼びました。
スウェーデンは1972年国連人間環境会議の開催を提
案し、熱帯林問題を国際社会の議題にのせました。

鱢鱳�ɹԕ鱔鱫ʮۙ鱉ʯ鲭鳡鳧鲧鱳೤ଳ �ྛ
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人権、女性の地位、環境、教育、政府開発援助
（ODA）、ワーク・ライフ・バランスなど多くの　
分野でトップクラスの国際評価を得ています。
わたしが特に強烈な印象を受けたのが1981年国際
障害者年（IYDP）です。日本では各都府県・市町村
の庁舎に「完全参加と平等」の垂れ幕が掲げられ、
お祭りのように無数のイベント。そこへスウェーデ
ンから全盲の国会議員が来日し、各地で障がい者　
団体や市民と活発に交流しました。
「エー、目の見えない国会議員？」。いまでこ
そ、日本にも重度の障がいを持った国会議員が誕生
しましたが、当時はサプライズでした。「障がいは
個人の心身の機能不全ではなく、それにより生活に
支障をもたらす社会にある」との国連の定義を       
スウェーデンはとうに実践していたのです。

●「40にして惑い」大学院へ●…………………………………
40歳を過ぎて大学院の門をたたきました。「ス
ウェーデンの疑問を解かないことには先へ進めない」
と思った（込んだ）のです。講義は仕事のない土曜日
に集中的に受け、あとは平日に有給休暇を取得。よう
やく探し当てたキーワードが「レミス手続き」です。
国会で新たな政策を審議するさいに与野党の国会議
員だけでなく、問題の当事者代表や専門家も参加。
国民はだれでも自由に意見を述べられる制度です。
スウェーデンは「治療より予防」の国といわれ、
政策策定に最初からあらゆる利害関係者を参加させ
たほうが政策の実効性が高いと考えます。ろくに　
国会審議をしないで閣議で決めてしまい、野党の   

質問にまともに答えず、不都合な情報を隠したり    
改ざんさえ厭わない日本とは大違いです。
もうひとつの発見は「NGO大使」の存在です。    

このユニークなポストのねらいは、政府の公式な   

見解に留まらず、内外のNGOの意見にも耳を傾け、

国の内政や外交に反映させることです。そのために
世界中のNGOと広く交流し、意見交換します。
その後、大学で国連を中心に国際問題を教え、力を
入れたのが児童労働を使わず環境にやさしいフェア
トレードです。ゼミ生を中心に「フェリス・フェア―
トレード」（FFT）を設置。学園祭でのクッキー、
コーヒー・紅茶などのフェアトレ商品の販売に加
え、地震などの災害時には学内や最寄り駅で募金活
動し、その収益を日本赤十字やNPOに寄付しました。

●新たな課題―「国家人権機関」の設置●………………………………………………
このシリーズも今回が最終回です。いま、わたしが
取りつかれているのは「国家人権機関」です。国連決
議に基づき多くの国で設置。この最大の特徴は「政
府からの独立」です。人権に関する国の最高機関とし
て、人権の啓発・教育、学校のいじめや人種差別など
人権侵害の調査・救済、国会・政府への勧告など幅
広い活動をします。先進国でないのは日本と米国。 
日本は９０年代から再三設置を勧告されています。
この機関の重要な役割に国際人権条約の審査があり
ます。子ども、女性、障がい者などの条約加盟国は
国連で人権専門家による審査と勧告を受けます。その
際、国が条約の規定をきちんと守っているか客観的に評
価した国家人権機関の意見と勧告は、政府の報告内
容の真偽を見極めるのに欠かせないのです。
さて、熱帯林の旅はいかがでしたか？熱帯林の　　
減少、先住民、NGO、女性、スウェーデン…話題が
次々と飛びました。それは熱帯林が生物の多様性に
富み、地球で多様かつ重要な役割を担っているから
です。共通項は「人権」です。熱帯林との出会いは、
わたしの人生にその都度、指針と生きがいをもたら
してくれました。いまSDGs（持続可能な開発目標）
が時代のキーワードになってます。一過性のお祭り
ビジネスではなく、自らの暮らしを見つめ、地球の
健康を守る地道な努力こそ求められています（完）。

《本シリーズについて》 
『サラワクの先住民～消えゆく森に生きる』の翻訳を　
務められた馬橋さん。ウータンもサラワク先住民の声を
受けて設立した団体であり、馬橋さんが教鞭を取られる
大学で違法材問題について講演させて頂いたご縁もあり
ます。「熱帯林は地球社会のあらゆる問題が凝縮されてい
ると言っても過言ではありません」と語られる馬橋さん
に、４連続でエッセイをご寄稿頂くこととなりました。
(今回で最終です。）

▲国連で発言するトゥンベリさん、右から二人目
（UN Photo）
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2020年10月～12月	by	S.Kohsaki

インドネシアで包括的規制緩和のオムニバス法成立
多分野にわたる規制緩和で投資促進を目指す「雇用創
出に関するオムニバス法」が大規模な反対運動の中で
成立。環境保護より経済開発を優先し，プランテー
ション法に関しても大幅修正がなされ，開発時の環境
アセスメント緩和，火災を起こした企業の処罰困難化
など，森林破壊を助長すると懸念されている。 
[Mongabay 10月9日ほか]

米国がアラスカ南東部の原生林の伐採を許可
トランプ政権はアラスカ南東部のTongass国有林の大部
分での伐採を許可。米国最大の同国有林はクリントン　
政権下で伐採や道路建設が禁止されたが，地元州政府は
雇用が失われたとして開発許可を請願してきた。環境団
体は炭素蓄積の多いトウヒやセコイアの原生林が失われ
ることで気候変動への影響を憂慮する。[Reuters 10月29日]

EUが生物多様性戦略として30億本の植林計画
EUは生物多様性戦略として2030年までに30億本の植林
計画を発表。しかし専門家やNGOは気候変動や生物多
様性への効果は限定的でグリーンウォッシュに過ぎな
いと冷ややかで，現存森林の保護が優先されるべき
と。企業は植林地のカーボンクレジットへの動きを　
見せているがCO2排出削減には消極的。[Euronews 10月20日]

金融機関による世界の森林破壊への融資の詳細公表
RANほか6NGOは森林と金融のグローバルデータベース
を公表。森林破壊のリスクのあるパーム油，紙パルプ，
牛肉，大豆，ゴム，木材事業を行う企業への銀行の融資
と引受額は2016年から2020年4月までの期間に1530億　
ドルにのぼり，約60％を15銀行が占める。ブラジル国営
銀行が最大で同国内企業向け，以下中国，インドネシア，
米国，日本が100億ドルを超え，日本の3大銀行も含まれる。
[Mongabay 11月5日，RAN 9月2日]

フランスが森林破壊につながる大豆輸入禁止協定
カルフール等フランス小売店チェーンがブラジルセラー
ドの叢林破壊につながる大豆輸入契約を禁じる自主協定
締結。フランスはEU最大の大豆輸入国で年間320万トン
の飼料用大豆ミールと60万トンの大豆を主にブラジル　
から輸入。政府は2020年までに森林破壊につながる農産
物輸入を廃絶する公約を2015年に発表した。[Mongabay 11月20日]

ブラジルアマゾンの森林破壊が過去12年で最大に
ブラジル国立宇宙研究所INPEの発表でブラジルアマゾンの　
森林破壊が7月末までの1年間に昨年同期を9.5％上回る1.1万㎢
を超え2008年以来最大，気候変動法制定時の2010年の約3倍に増
加した。牧牛や大豆生産が急増しているパラ，マットグロッソ，
ロンドニア州が減少の74％を占める。[Mongabay 11月30日]

ノルウェー政府が熱帯林保護への支払い額を倍増
ノルウェー政府は2008年以来熱帯林破壊や劣化による
CO2排出減少を達成した途上国への年間3億ドルのREDD+
資金提供を公約してきた。この支払額をCO2削減1トン　
当たり10ドルへと倍増を表明。今年5月のインドネシアに
続き，アフリカ大陸で初めてガボンが今後10年間に1.5億
ドルを受け取ることになる。[Mongabay 12月4日]

生態的健全性の高い森林は世界の森林の40％のみ
全世界の47人の専門家により考案された森林景観健全性
指数は森林への人間の影響度を測る指標で，これによる
と世界の森林で手つかずで健全性の高い森林は40％に　
過ぎないと判明。カナダ，ロシア，アマゾン，中央アフ
リカ，ニューギニアで主に残るが，保護林に指定されて
いるのは27％に過ぎない。[Mongabay 12月10日]

違法ロシア材がヨーロッパ市場で広く流通
英国NGOのEarthsightは違法ロシア材がヨーロッパ市場で
広く流通していることを暴露。昨年不正と汚職で逮捕　
された木材王Pudovkin率いるBMグループは極東ハバロフ
スク地方から違法カラマツ材10万トン以上をヨーロッパ
に輸出したが，極東の木材は中国と日本に多くが輸出　
され半分以上が違法材とされる。ヨーロッパ最大の木材
認証機関PEFCはグリーンウォッシュで批判されている。
[Mongabay 12月17日]

気温上昇で熱帯林の樹木寿命が減少することが判明
PNAS誌に発表された新研究は気候変動による乾燥化と
年気温が25.4℃の閾値を超えると熱帯林の樹木の寿命が
減少することを全世界の樹種の年輪を調べ明らかにした。
これは森林が化石燃料の燃焼で排出されるCO2増加を
相殺する効果が減少することを意味すると警告。
[Mongabay 12月22日]

インドネシア泥炭回復庁が拡充され4年間存続
インドネシア政府は2020年末までの大統領直属組織で
解体が懸念されていた泥炭回復庁BRGを今後4年間継続
することを発表。気候変動対策を強化するためマング
ローブ林の回復を新たな職務に加え泥炭・マングローブ
回復庁BRGMに改称。120万haの泥炭地の回復と，世界
最大の300万haのマングローブ林のうち6州で劣化した
60万haの回復を目指す。
[Tempo12月23日，Mongabay 1月5日]
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より

ありがとう


ございました！

イノさんの気まぐれ読書あんない


『コンゴ共和国 マルミミゾウとホタルの行き交う森から』　
西原智昭(著/文)  現代書館　2018年刊

ウータンの講座で聴きごたえのあるお話をしていただいた、西原智昭さん。
ブレない視点と、広い視野。長年の現場での実体験と問題解決への、柔軟な
考え方が説得力を持つ。
例えば、象牙使用を非難するのでなく、「三味線のバチに最適なマルミミ
ゾウが滅びれば、伝統芸能の未来も危うい」という視点で、共にゾウの絶
滅を防ごうと働きかける。
「ゾウが好きだから、ゴリラが可愛いから守る」ではなく、生態系を創り
だす、かけがえのない存在であると認識する。
ゾウの襲撃、命がけの小型機での空輸 、内戦下の活動など、手に汗握る
シーンもあれば、動物たち、森の静けさ、先住民の知恵、と幅広い。
「野生の保全」は人間を相手にする活動だという指摘も納得させられる。

会費や寄付等をいただいた方　2020/10/1～2021/1/31 (五十音順、敬称略) 
浅田聡、石田英夫、市井晴也、一井リツ子、井上智(熱帯林と熊本の森を守る会)、内海
孝、榎原友樹、太田敏一、大槻賢孝、大東弘、大森光葉、緒方葉月（合同会社 
LIMONE）、岡本朋子、岡本書明、奥井実、海沼由紀夫、垣井しょうゆ、糟谷奈保子、
勝山雄喜、川口明男、京都VEGAN食生活、久世濃子、下司聖作、小西洋一、小森富美枝、
小山直美、佐久間香子、佐々木真紀、下山久美子、杉田知洋江、住田好江、高木光介、
竹井紘子、田中寛子、寺井栄治、中島小夜子、　
中野勝行、西浦よしえ、布川理紗子、馬場清、
馬場慶子、樋口啓子、廣岡睦、福永一美、福永
法子、藤田渡、古沢広祐、松平麻也、マルヤマ
サチコ（F.C. Manis）、緑の社会福祉士、南　　
俊二、村田収、村田嘉彦、森映子、柳下恵子、
山田光一、山村誠、吉川勝幸、吉田千里、山本
佳史、和田友宏（合同食品株式会社）

支援者さんからのメッセージ 

いつもお便りありがとうございます。
Facebookも拝見しています。相変わら
ずエネルギッシュなご活躍、うれしい
です。良いお年をお迎えください。

８人の新会員さんを迎えました！
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http://www.hutangroup.org

  ウータン・森と生活を考える会  
【OFFICE】  〒 530-0015 大阪市北区中崎西1-6-36

サクラビル新館308
「関西市民連合」気付
Tel.06-6372-1561

【一部】411円【年会費】5111円
【郵便振替】11:41.5.4991

◉購読希望の方は郵便振替で申し込み下さるか、又事務所までご連絡下さい。
◉ウータン定例会は、火曜日7:00pmより「関西市民連合」事務所にておこなっております。

mail：contact-hutan@hutangroup.org

会費・寄付の入金がオンラインで手続き＆ 
クレジットカード決済ができるようになりました 

お待たせしました！ 
ゆうちょ銀行の口座は持ってないし、振込用紙を持って郵便局
に行く暇がなかなかない・・・という方に朗報です。 
ウータンでもついに、会費・寄付のクレジットカード決済がで
きるようになりました。（VISA、Master Card、JCB、
AMERICAN EXPRESS、Diners Clubのクレジットカードが対象
です。） 
お手続きは下記のQRコードにアクセスするか、「ウータン 
Congrant」で検索ください。（ウータンのWebsite上の支援ご
案内ページにもリンクを掲載しています。）

会費の決済は 
コチラ ▶︎▶︎

寄付の決済は 
コチラ ▶︎▶︎


